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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シートに着座した乗員の腕が載置されるアームレストと、車両の機能をコントロールす
る機能操作部と、を具備し、
　前記機能操作部は、前記アームレストの側方であり、且つ、前記アームレストの上端よ
りも下方に配置され、
　前記アームレストは、運転時に前記乗員の前記腕が接触する接触面と、前記接触面から
前記機能操作部に向かって延在するガイド面と、を有し、
　前記ガイド面の下端に、前記乗員の前記腕または手を下方から支持する下方支持部が形
成されることを特徴とする車両用操作装置。
【請求項２】
　シートに着座した乗員の腕が載置されるアームレストと、車両の機能をコントロールす
る機能操作部と、を具備し、
　前記機能操作部は、前記アームレストの側方であり、且つ、前記アームレストの上端よ
りも下方に配置され、
　前記アームレストは、運転時に前記乗員の前記腕が接触する接触面と、前記接触面から
前記機能操作部に向かって延在するガイド面と、を有し、
　前記ガイド面の外側に、前記乗員の前記腕または手を外側から支持する外側支持部が形
成されることを特徴とする車両用操作装置。
【請求項３】
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　シートに着座した乗員の腕が載置されるアームレストと、車両の機能をコントロールす
る機能操作部と、を具備し、
　前記機能操作部は、前記アームレストの側方であり、且つ、前記アームレストの上端よ
りも下方に配置され、
　前記アームレストは、運転時に前記乗員の前記腕が接触する接触面と、前記接触面から
前記機能操作部に向かって延在するガイド面と、を有し、
　前記ガイド面の上端は、上面視で、後方に向かって内側に配置されることを特徴とする
車両用操作装置。
【請求項４】
　シートに着座した乗員の腕が載置されるアームレストと、車両の機能をコントロールす
る機能操作部と、を具備し、
　前記機能操作部は、前記アームレストの側方であり、且つ、前記アームレストの上端よ
りも下方に配置され、
　前記アームレストは、運転時に前記乗員の前記腕が接触する接触面と、前記接触面から
前記機能操作部に向かって延在するガイド面と、を有し、
　前記車両は自動運転され、
　前記機能操作部を介して、前記自動運転とされている前記車両の機能をコントロールす
ることを特徴とする車両用操作装置。
【請求項５】
　前記機能操作部および前記ガイド面は、前記アームレストの、前記乗員に対して反対側
に配置されていることを特徴とする請求項４に記載の車両用操作装置。
【請求項６】
　前記接触面と前記ガイド面とは、連続した面として形成されることを特徴とする請求項
１から請求項５の何れかに記載の車両用操作装置。
【請求項７】
　前記機能操作部および前記ガイド面は、前記アームレストの、前記乗員に対して反対側
に配置されていることを特徴とする請求項１から請求項３の何れかに記載の車両用操作装
置。
【請求項８】
　前記機能操作部は、前記アームレストの前端よりも前方に配置されることを特徴とする
請求項１から請求項７の何れかに記載の車両用操作装置。
【請求項９】
　前記機能操作部は、前記シートがリラックスポジションとされている際に、前記アーム
レストの前端よりも前方に配置されることを特徴とする請求項８に記載の車両用操作装置
。
【請求項１０】
　前記ガイド面は、前記アームレストの幅方向両側に形成されることを特徴とする請求項
１から請求項９の何れかに記載の車両用操作装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両用操作装置に関し、特に、自動運転時における乗員による操作を簡易に
行うことができる車両用操作装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、自動車等の車両を停止させる装置は、運転者がブレーキペダルを足で踏み込むこ
とによって制動装置を作動させるものが一般的であった。近年、交通事故の減少を図るた
め、運転者の操作を補助して、緊急時等に車両を自動で停止させる運転支援装置が登場し
ている。更には、運転者による操舵等の運転操作を殆ど必要とせずに、車両を自動的に走
行させる自動運転支援装置が普及しつつある。
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【０００３】
　特許文献１には、車両の挙動に関する操作である、アクセル操作、ブレーキ操作及びハ
ンドル操作の全てを車両制御ＥＣＵが制御し、運転者の操作に依らない自動運転を行うこ
とができる自動運転支援装置が開示されている。この特許文献１の自動運転支援装置は、
エンジン装置、ブレーキ装置、電動パワーステアリング等を駆動制御して、案内経路上の
中断タイミングまで自動運転を行う。
【０００４】
　更に、非特許文献１では、上記した自動運転に際して、運転者の疲労を低減すること等
を目的として、自動運転時にシートをリラックスモードとする技術事項が開示されている
。具体的には、車両が自動運転状態となった場合、シートを後方に移動させ、更に、シー
トバックを後方に倒す。このようにすることで、運転者をステアリングホイールから遠ざ
け、自動運転による操舵等を妨げず、且つ運転者の疲労軽減を図ることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１５－１７８３３２号公報
【非特許文献１】ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｖｏｌｖｏｃａｒｓ．ｃｏｍ／ｊｐ／ａｂｏｕ
ｔ／ｏｕｒｃｏｍｐａｎｙ／ｐｒｅｓｓｒｅｌｅａｓｅ／２０１５／２０１５１１１９（
平成２８年１０月１２日検索）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記した自動運転支援装置が搭載された車両であっても、車両の挙動の
全てが自動運転支援装置により行われるのでは無く、車両の挙動の一部は運転者等の乗員
の判断が必要とされる。例えば、車両が自動運転動作を実行している際に、前方を走行す
る他車を追い抜くか否か、追い抜く場合は左右のどちらの走行路に車線変更するか、等の
乗員の意思決定を必要とする動作は、乗員の判断に基づく車両に対する操作が必要とされ
る。また、車両が目的地付近まで自動運転により走行したとしても、目的地付近の駐車場
のどの位置に車両を駐車するかは、乗員の判断に基づく操作が必要とされる。また、車両
が自動運転動作を実行している際に、車両前方に障害物が存在する等の非常事態が発生し
た場合は、その非常事態を回避するべく乗員の素早い手動操作が必要とされる。
【０００７】
　一方、自動運転動作が実行されている間は、リラックスポジションとされているシート
に、運転者を含む乗員は横臥している。具体的には、倒された状態のシートクッションお
よびシートバックに乗員はリラックスした状態で横臥しており、乗員の両腕はアームレス
トの上面に載置されている。従って、自動運転動作が実行されている際に、乗員が車両の
機能を制御するべく操作スイッチ等を操作しようとしても、腕を載置しているアームレス
トから車両のインスツルメントパネルまでの距離が長いので、乗員が所望の操作スイッチ
を操作し難いという課題があった。また、同様の理由により、アームレストに両腕を載置
することでリラックスしている乗員が、アームレストから手を離して操作スイッチを操作
すると、素早い手動操作を実行することが難しい課題もあった。
【０００８】
　本発明は、上記の事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、乗員に
よる車両機能の操作を確実に且つ簡易に行うことができる車両用操作装置を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の車両用操作装置は、シートに着座した乗員の腕が載置されるアームレストと、
車両の機能をコントロールする機能操作部と、を具備し、前記機能操作部は、前記アーム
レストの側方であり、且つ、前記アームレストの上端よりも下方に配置され、前記アーム
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レストは、運転時に前記乗員の前記腕が接触する接触面と、前記接触面から前記機能操作
部に向かって延在するガイド面と、を有し、前記ガイド面の下端に、前記乗員の前記腕ま
たは手を下方から支持する下方支持部が形成されることを特徴とする。
 
【００１０】
　本発明の車両用操作装置は、シートに着座した乗員の腕が載置されるアームレストと、
車両の機能をコントロールする機能操作部と、を具備し、前記機能操作部は、前記アーム
レストの側方であり、且つ、前記アームレストの上端よりも下方に配置され、前記アーム
レストは、運転時に前記乗員の前記腕が接触する接触面と、前記接触面から前記機能操作
部に向かって延在するガイド面と、を有し、前記ガイド面の外側に、前記乗員の前記腕ま
たは手を外側から支持する外側支持部が形成されることを特徴とする。
 
【００１１】
　本発明の車両用操作装置は、シートに着座した乗員の腕が載置されるアームレストと、
車両の機能をコントロールする機能操作部と、を具備し、前記機能操作部は、前記アーム
レストの側方であり、且つ、前記アームレストの上端よりも下方に配置され、前記アーム
レストは、運転時に前記乗員の前記腕が接触する接触面と、前記接触面から前記機能操作
部に向かって延在するガイド面と、を有し、前記ガイド面の上端は、上面視で、後方に向
かって内側に配置されることを特徴とする。
 
【００１２】
　本発明の車両用操作装置は、シートに着座した乗員の腕が載置されるアームレストと、
車両の機能をコントロールする機能操作部と、を具備し、前記機能操作部は、前記アーム
レストの側方であり、且つ、前記アームレストの上端よりも下方に配置され、前記アーム
レストは、運転時に前記乗員の前記腕が接触する接触面と、前記接触面から前記機能操作
部に向かって延在するガイド面と、を有し、前記車両は自動運転され、前記機能操作部を
介して、前記自動運転とされている前記車両の機能をコントロールすることを特徴とする
。
 
【００１３】
　また、本発明の車両用操作装置では、前記機能操作部および前記ガイド面は、前記アー
ムレストの、前記乗員に対して反対側に配置されていることを特徴とする。
【００１４】
　更に、本発明の車両用操作装置では、前記接触面と前記ガイド面とは、連続した面とし
て形成されることを特徴とする。
 
【００１５】
　また、本発明の車両用操作装置では、前記機能操作部および前記ガイド面は、前記アー
ムレストの、前記乗員に対して反対側に配置されていることを特徴とする。
 
【００１６】
　更に、本発明の車前記機能操作部は、前記アームレストの前端よりも前方に配置される
ことを特徴とする。
 
【００１７】
　更に、本発明の車両用操作装置では、前記機能操作部は、前記シートがリラックスポジ
ションとされている際に、前記アームレストの前端よりも前方に配置されることを特徴と
する。
 
【００１８】
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　更に、本発明の車両用操作装置では、前記ガイド面は、前記アームレストの幅方向両側
に形成されることを特徴とする。
 
【発明の効果】
【００２０】
　本発明の車両用操作装置は、シートに着座した乗員の腕が載置されるアームレストと、
車両の機能をコントロールする機能操作部と、を具備し、前記機能操作部は、前記アーム
レストの側方であり、且つ、前記アームレストの上端よりも下方に配置され、前記アーム
レストは、運転時に前記乗員の前記腕が接触する接触面と、前記接触面から前記機能操作
部に向かって延在するガイド面と、を有し、前記ガイド面の下端に、前記乗員の前記腕ま
たは手を下方から支持する下方支持部が形成されることを特徴とする。従って、車両を操
作するべく乗員が腕をガイド面に沿って下方に移動させると、ガイド面の下端にて、腕ま
たは手が下方支持部で支持され、腕の下方への過度な移動が抑制され、乗員の手が機能操
作部の近傍に配置される。よって、乗員は、その手で機能操作部を容易に操作できる。
 
【００２１】
　本発明の車両用操作装置は、シートに着座した乗員の腕が載置されるアームレストと、
車両の機能をコントロールする機能操作部と、を具備し、前記機能操作部は、前記アーム
レストの側方であり、且つ、前記アームレストの上端よりも下方に配置され、前記アーム
レストは、運転時に前記乗員の前記腕が接触する接触面と、前記接触面から前記機能操作
部に向かって延在するガイド面と、を有し、前記ガイド面の外側に、前記乗員の前記腕ま
たは手を外側から支持する外側支持部が形成されることを特徴とする。従って、車両を操
作するべく乗員が腕をガイド面に沿って下方に移動させると、ガイド面の下端にて、腕ま
たは手が外側から外側支持部で支持され、乗員の手が機能操作部の近傍に配置される。よ
って、乗員は、その手で機能操作部を容易に操作できる。
 
【００２２】
　本発明の車両用操作装置は、シートに着座した乗員の腕が載置されるアームレストと、
車両の機能をコントロールする機能操作部と、を具備し、前記機能操作部は、前記アーム
レストの側方であり、且つ、前記アームレストの上端よりも下方に配置され、前記アーム
レストは、運転時に前記乗員の前記腕が接触する接触面と、前記接触面から前記機能操作
部に向かって延在するガイド面と、を有し、前記ガイド面の上端は、上面視で、後方に向
かって内側に配置されることを特徴とする。従って、乗員が、アームレストの上面に載置
された肘を中心として、ガイド面に沿って腕をスライドしやすくなる。
 
【００２３】
　本発明の車両用操作装置は、シートに着座した乗員の腕が載置されるアームレストと、
車両の機能をコントロールする機能操作部と、を具備し、前記機能操作部は、前記アーム
レストの側方であり、且つ、前記アームレストの上端よりも下方に配置され、前記アーム
レストは、運転時に前記乗員の前記腕が接触する接触面と、前記接触面から前記機能操作
部に向かって延在するガイド面と、を有し、前記車両は自動運転され、前記機能操作部を
介して、前記自動運転とされている前記車両の機能をコントロールすることを特徴とする
。従って、乗員は、その腕をガイド面に沿ってスライドさせた後に、自動運転状態の車両
の機能をコントロールすることかできる。
 
【００２４】
　また、本発明の車両用操作装置では、前記機能操作部および前記ガイド面は、前記アー
ムレストの、前記乗員に対して反対側に配置されていることを特徴とする。従って、車両
の安全走行に関わる機能操作部およびガイド面を、アームレストの反対側に設けることで
、咄嗟な操作が必要とされる緊急時に、反対側に形成されたガイド面で手や腕をスライド
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させ、機能操作部を迅速かつ正確に操作することができる。更に、操作する意図を発露さ
せて、乗員の反対側へ腕を移動させなければ機能操作部を操作することができないことか
ら、緊急時以外の誤操作を防止することができる。
【００２５】
　更に、本発明の車両用操作装置では、前記接触面と前記ガイド面とは、連続した面とし
て形成されることを特徴とする。従って、連続する接触面およびガイド面に沿ってスムー
ズに乗員の腕または手をスライドさせ、乗員の手を容易に機能操作部に到達させることが
できる。
 
【００２６】
　また、本発明の車両用操作装置では、前記機能操作部および前記ガイド面は、前記アー
ムレストの、前記乗員に対して反対側に配置されていることを特徴とする。従って、乗員
が咄嗟に腕を移動させる際に、乗員の反対側に形成されたガイド面に沿って腕や手をスラ
イドさせ、機能操作部を手で操作することができる。更に、緊急時の安全性を向上させる
ことができると同時に、操作する意図を発露させて、乗員の反対側へ腕を移動させなけれ
ば機能操作部を操作することができないことから、緊急時以外の誤操作を防止することが
できる。
 
【００２７】
　更に、本発明の車前記機能操作部は、前記アームレストの前端よりも前方に配置される
ことを特徴とする。従って、車両の機能を操作する際には、乗員は、ガイド面に沿って腕
を側方且つ下方にスライドさせてから、前方に手を延ばすことで、機能操作部を操作する
ことになる。よって、乗員の腕が不必要にガイド面に沿って移動したのみでは、乗員の手
は機能操作部に至らないので、運転中に乗員が機能操作部を誤操作してしまうことを抑止
できる。
 
【００２８】
　更に、本発明の車両用操作装置では、前記機能操作部は、前記シートがリラックスポジ
ションとされている際に、前記アームレストの前端よりも前方に配置されることを特徴と
する。従って、自動運転時にリラックスポジションとされているシートに横臥している乗
員が、車両の機能を操作する際に、アームレストのガイド面で腕をスライドさせることで
、アームレストの前端よりも前方に配置されている機能操作部を容易に操作することがで
きる。
 
【００２９】
　更に、本発明の車両用操作装置では、前記ガイド面は、前記アームレストの幅方向両側
に形成されることを特徴とする。従って、アームレストに対して幅方向両側に機能操作部
が形成された場合でも、乗員は、右方または左方のガイド面に沿って腕をスライドさせる
ことで、何れの機能操作部に対しても即座に接触することができる。
 
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の一実施形態にかかる車両用操作装置を示す図であり、（Ａ）は車両用操
作装置が適用されるシートを示す斜視図であり、（Ｂ）は車両用操作装置が適用される車
両を示す側面図である。
【図２】本発明の一実施形態にかかる車両用操作装置を示す図であり、（Ａ）は乗員が着
座したシートを示す上面図であり、（Ｂ）は車両用操作装置を示す上面図であり、（Ｃ）
および（Ｄ）は車両用操作装置の断面図である。
【図３】本発明の一実施形態にかかる車両用操作装置に於いて、乗員の腕がアームレスト
でスライドする状況を示す前面図である。
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【図４】本発明の一実施形態にかかる車両用操作装置を示す図であり、（Ａ）および（Ｂ
）はアームレストの他の形態を示す断面図である。
【図５】本発明の一実施形態にかかる車両用操作装置を示す図であり、車両用操作装置の
他の形態を示す正面図である。
【図６】本発明の一実施形態にかかる車両用操作装置を示す図であり、（Ａ）から（Ｃ）
は機能操作部の形態を示す上面図である。
【図７】本発明の一実施形態にかかる車両用操作装置を示す図であり、（Ａ）は機能操作
部を示す斜視図であり、（Ｂ）は機能操作部を示す側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　以下、本発明の一実施形態に係る車両用操作装置１１を、図面に基づき詳細に説明する
。以下の説明では、同一の部材には原則として同一の符番を用い、繰り返しの説明は省略
する。また、以下の説明では、上下前後左右の各方向を用いるが、左右とは車両１０を前
方から見た場合の左右である。
【００３３】
　図１を参照して、本形態の車両用操作装置１１が適用される車両１０が備えるシート１
５を説明する。図1（Ａ）はシート１５を示す斜視図であり、図１（Ｂ）はリラックスポ
ジョンとされているシート１５を乗員１２と共に示す側面図である。
【００３４】
　図１（Ａ）を参照して、シート１５は、乗員１２の臀部を下方から支えるシートクッシ
ョン１６と、シートクッション１６の後方端部に回動可能に接続して乗員１２の背中を後
方から支えるシートバック１７と、シートバック１７の上端に上下方向に移動可能に取り
付けられて乗員１２の頭部を後方から支えるヘッドレスト１８と、を有している。更に、
シートバック１７の左右方向両側面には、乗員１２の腕４３を下方から支えるアームレス
ト１９、２０が回動可能に接続している。ここで、アームレスト１９、２０は、シート１
５の本体とは独立して設けることが可能であり、車両１０の床面から伸びる図示しない支
持部でアームレスト１９、２０を支持しても良い。本形態では、アームレスト１９、２０
の形態を、自動運転時における乗員１２による手動操作を円滑に行える形状としており、
かかる事項は後述する。
【００３５】
　図１（Ａ）には、車両１０の加減速、操舵、シフトチェンジ等の操縦動作を乗員１２が
自身で行う手動運転時におけるシート１５の形態を示しており、このような形態はドライ
ビングポジションと称されている。
【００３６】
　図１（Ｂ）に、車両１０の加減速、操舵、シフトチェンジ等の操縦動作を、ここでは図
示しない制御装置が自動で行う自動運転時におけるシート１５の形態を示す。このような
シート１５の形態はリラックスポジションと称される。リラックスポジションにおけるシ
ート１５の形態は、ドライビングポジションのものと比較して、シート１５全体が後方に
移動され、シートバック１７が後方に倒れ、更に、シートクッション１６の後方部分が上
昇している。このようにすることで、リラックスポジションのシート１５の上面の形状が
平坦面に近くなり、乗員１２がシート１５の上面に横臥することで、乗員１２の疲労度を
軽減することができる。更には、乗員１２を車両１０のステアリングハンドルやアクセル
ペダル等から遠ざけ、自動運転時の誤動作を防止することができる。ここで、リラックス
ポジションおよびドライビングポジションは、記憶装置に記憶された情報を呼び出すこと
でシート１５の位置姿勢をアクチュエータで制御するシートメモリを用いて実行されても
良い。
【００３７】
　更に、リラックスポジションでは、乗員１２の腕４３は、アームレスト２０の上面に載
置され、これにより自動運転時に乗員１２の腕４３が疲労することが防止される。本形態
では、シート１５のアームレスト２０の前方近傍に、車両１０の上記した操縦動作等の機
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能をコントロールする機能操作部４０が配置されており、アームレスト２０および機能操
作部４０で車両用操作装置１１を構成している。車両用操作装置１１の構成および動作は
後述する。
【００３８】
　ここで、車両１０の自動運転に関して説明する。自動運転状態では、図示しない制御装
置が、現在の車両走行状態や外部環境等を常に監視する。そして、制御装置は、ブレーキ
、アクセル、ハンドル等の操縦装置を制御し、現在の状況に応じて適切な自動運転を行う
。更に、制御装置は、車両１０が自動運転状態の際には、モータ等のシート駆動装置を駆
動することで、シート１５をドライビングポジションからリラックスポジションとする。
また、制御装置は、制御装置自身の判断によりまたは乗員１２の操作に基づいて、自動運
転から手動運転に移行し、その後は乗員１２が上記した操縦装置を操作して車両１０を操
縦する。更に、自動運転から手動運転に移行する際には、制御装置は、シート駆動装置を
駆動することで、シート１５をリラックスポジションからドライビングポジションとする
。
【００３９】
　また、車両１０が自動運転状態であっても、乗員１２による手動操作が必要とされる場
合がある。具体的には、上記したように、自動運転時に於いて前方を走行する他車を追い
抜くか否か、追い抜く場合は左右のどちらの走行路に車線変更するか、等の乗員の意思決
定を必要とする動作は、乗員１２が、機能操作部４０を操作することで、車両１０に指示
を与える。また、車両１０が目的地付近に自動運転により到着したら、目的地付近の駐車
場のどの位置に車両を駐車するかを、乗員１２が機能操作部４０を操作することで指示す
る。更に、車両１０が自動運転動作を実行している際に、車両１０の前方に障害物が存在
する等の非常事態が発生した場合は、その非常事態を回避するべく、乗員１２が機能操作
部４０を操作することで、車両１０に指示を与える。かかる事項は詳述する。
【００４０】
　図２を参照して、本形態の車両用操作装置１１を詳述する。図２（Ａ）はシート１５を
上方から見た上面図であり、図２（Ｂ）はアームレスト２０を上方から見た上面図であり
、図２（Ｃ）はアームレスト２０の先端部付近に於ける断面図であり、図２（Ｄ）はアー
ムレスト２０の中央部付近に於ける断面図である。なお、図２（Ａ）では、シート１５に
横臥する乗員１２を点線で示している。
【００４１】
　図２（Ａ）を参照して、シート１５のシートバック１７の左右方向両側面には、上記し
たようにアームレスト１９、２０が配設されており、アームレスト１９、２０は乗員１２
が腕４３を動かしやすい形状を呈している。
【００４２】
　図２（Ｂ）を参照して、アームレスト２０の上面には、接触面３２と、ガイド面３０、
３１が形成されている。接触面３２は、アームレスト２０の上面中央部分に形成された水
平な平坦面であり、自動運転時には乗員１２の腕４３や手４４は接触面３２の上面に載置
される。
【００４３】
　ガイド面３０は、アームレスト２０の上面の左方部分を左方に向かって下方に傾斜させ
た傾斜面である。換言すると、ガイド面３０は、接触面３２の左方端部側辺から、下記す
る機能操作部４０に向かって延在している。後述するように、車両１０の機能を操作しよ
うとする乗員１２の腕４３を、ガイド面３０に沿って左方に容易に移動させることができ
る。同様に、ガイド面３１は、アームレスト２０の上面の右方部分を右方に向かって下方
に傾斜させた傾斜面であり、後述するように、車両１０の機能を操作しようとする乗員１
２の腕４３を、ガイド面３０に沿って右方に容易に移動させることができる。ここで、ガ
イド面３０、３１は、平坦な傾斜面でも良いし、上方に凸状に湾曲する傾斜面でも良いし
、下方に凸状に湾曲する傾斜面でも良い。
【００４４】
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　本形態では、接触面３２とガイド面３０、３１とは、連続する面として形成されている
。ここで、接触面３２とガイド面３０、３１とは、両者が直接的に連続しても良い。更に
は、接触面３２とガイド面３０、３１との間に両者を繋ぐ図示しない中継面を形成し、こ
の中継面を経由して接触面３２とガイド面３０、３１とが間接的に連続しても良い。また
、接触面３２とガイド面３０、３１とが連続することで形成される連続面は、曲線状であ
っても良いし、直線状であっても良い。このように、接触面３２とガイド面３０、３１と
を連続面として形成することで、乗員１２の腕４３や手４４を、この連続面に沿ってスム
ーズにスライドさせ、乗員１２の手４４で容易且つ正確に機能操作部４０を操作できる。
【００４５】
　ここで、図２（Ｂ）に示すように、ガイド面３０の上端部は、上面視に於いて、後方に
向かって内側に配置される傾斜形状とされており、換言すると、ガイド面３０は後方部分
が前方部分よりも内側に切れ込んでいる。よって、図２（Ｃ）に示すように、アームレス
ト２０の先端部付近では、ガイド面３０の左右方向の幅は狭くなる。また、図２（Ｄ）に
示すように、アームレスト２０の中央部付近では、ガイド面３０の左右方向の幅は広くな
る。
【００４６】
　乗員１２は、後述する機能操作部４０を操作する際には、その腕４３をアームレスト２
０の後端部付近に規定される回転中心４２を中心として、時計回りに回転させて、操作動
作を行う。その際、ガイド面３０の後方部分が左右方向内側に切れ込んでいることで、乗
員１２はその腕４３をガイド面３０に沿ってスライドさせつつ回転させることができる。
【００４７】
　かかる事項は、ガイド面３１に関しても同様であり、図２（Ｂ）に示すように、ガイド
面３１の上端部は、上面視に於いて、後方に向かって内側に配置される傾斜形状とされて
いる。係る形状により、乗員１２が後述する機能操作部４１を操作する際に、乗員１２は
その腕４３をガイド面３１に沿ってスライド且つ回転させることができる。
【００４８】
　図２（Ｂ）および図２（Ｃ）を参照して、本形態では、車両１０の機能を操作する機能
操作部４０を、左右方向に於いてアームレスト２０の側方であり、且つ、アームレスト２
０の上端よりも下方に配置している。更にここでは、機能操作部４０を、アームレスト２
０の前端よりも前方に配置している。機能操作部４０は、例えば、車両１０のブレーキ、
アクセル、ハンドル等の操縦機能を司る操作部である。
【００４９】
　このようにすることで、図３に示すように、乗員１２は、例えば自動運転時に手動で車
両１０の機能を操作する際に、腕４３（特に前腕）を、アームレスト２０の上面である接
触面３２から、ガイド面３０に沿って左方且つ下方にスライドさせ、その手４４で容易に
機能操作部４０を操作することが出来る。また、その際には、図２（Ｂ）に示したように
、アームレスト２０の後方側に規定された回転中心４２に肘を付いた状態で、腕４３を時
計回りに回転させつつ、ガイド面３０に沿って腕４３をスライドさせても良い。
【００５０】
　また、図２（Ｂ）に示したように、機能操作部４０が、アームレスト２０の前端から離
間した前方に配置された場合には、上記したスライド動作を行ってから、乗員１２が腕４
３を前方に伸ばすことにより、乗員１２の手４４で機能操作部４０に接触して操作するよ
うにしても良い。即ち、機能操作部４０の位置を、自動運転時にリラックスポジションと
されたシート１５に横臥した乗員１２の手４４が不用意には届かず、且つ、操作を所望す
る乗員１２が、横臥した状態のまま、手４４を伸ばしたら届くようにする。このようにす
ることで、自動運転時に乗員１２が不必要に機能操作部４０を操作して誤動作が発生する
ことを防止できる。更には、乗員１２は、ガイド面３０に沿って腕４３をスライドさせて
腕４３を前方に伸ばすのみで、手４４を機能操作部４０の近傍に移動させることができる
ので、機能操作部４０の位置を目視で確認せずとも、所望のタイミングで機能操作部４０
に手４４を伸ばして所定の操作を行うことができる。
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【００５１】
　同様に、機能操作部４１は、図２（Ｂ）に示すように平面視ではアームレスト２０の前
端よりも前方、且つ、右方に配置される。また、図２（Ｃ）および図２（Ｄ）を参照して
、機能操作部４１は、アームレスト２０の上端よりも下方に配置されている。よって、自
動運転時に於いて乗員１２は、ガイド面３１に沿って腕４３を右側下方に向かってスライ
ドさせることで、その手４４で容易に機能操作部４１を操作することが出来る。
【００５２】
　また、上記した機能操作部４０、４１は、シート１５の形態が自動運転時のリラックス
ポジションとされている際に、アームレストの前端よりも前方に配置されている。このよ
うにすることで、自動運転時にリラックスポジションとされているシート１５に横臥する
乗員１２は、その腕４３や手４４をアームレスト２０のガイド面３０、３１に沿ってスラ
イドさせた後に、手４４を前方に移動させることで機能操作部４０、４１に迅速かつ確実
に到達させ、車両１０の機能を操作することができる。更に、機能操作部４０、４１を、
自動運転時にリラックスポジションとされているシート１５に横臥する乗員１２の手４４
から遠ざけ、自動運転時に乗員１２の手４４が不必要に機能操作部４０、４１に接触する
ことを防止できる。また、機能操作部４０、４１は、自動運転時に乗員１２が操作する意
図を発露させて腕４３を伸ばした際に、手４４が届く範囲に配置される。
【００５３】
　また、機能操作部４０、４１には、それらの位置に即した機能を付与しても良い。例え
ば、左方に配置された機能操作部４０には車両１０を左方に車線変更する機能を付与し、
右方に配置された機能操作部４１には車両１０を右方に車線変更する機能を付与する。そ
のようにすることで、乗員１２はより直感的に機能操作部４０、４１を操作でき、誤操作
を抑止することができる。
【００５４】
　更に、機能操作部４０およびガイド面３０は、アームレスト２０の乗員１２と反対側に
設けられている。即ち、図２（Ａ）および図２（Ｂ）に示すように、機能操作部４０およ
びガイド面３０は、アームレスト２０の乗員１２に対して、反対側である左方側（外側）
に配置されている。このようにすることで、乗員１２の咄嗟な動作を、ガイド面３０で補
助することができる。例えば、車両１０が自動運転状態の際に、車両１０の前方に障害物
が存在するなどの緊急事態が発生した場合、乗員１２は、その反射的動作として、腕４３
や手４４を、乗員１２の反対側に形成されたガイド面３０に沿ってスライドさせ、手４４
を機能操作部４０に到達させる。これにより、乗員１２は、機能操作部４０を手４４で操
作して緊急事態を素早く回避することができる。同時に、操作する意図を発露させて、乗
員１２の反対側へ腕４３を移動させなければ機能操作部４０を操作することができないこ
とから、緊急時以外の機能操作部４０の誤操作を抑止できる。
【００５５】
　特に、機能操作部４０で車両１０の安全に関わる操縦機能を操作する場合、緊急時等に
於ける乗員１２の反射的動作により、上記のようにアームレスト２０の反対側に形成され
たガイド面３０に沿って腕４３や手４４をスライドさせ、機能操作部４０を迅速かつ正確
に操作することができる。よって、自動運転状態に於ける緊急時に於いて、乗員１２は車
両１０を安全かつ確実に操舵できる。
【００５６】
　上記した事項は、図２（Ａ）を参照して、シート１５の右方側に配置されるアームレス
ト１９に関しても同様である。即ち、アームレスト１９には上記したガイド面３０、３１
が形成され、アームレスト１９の前方には上記した機能操作部４０、４１が配置される。
そして、乗員１２は、自動運転時に於いて必要に応じて、右側の腕４３を、アームレスト
１９のガイド面３０、３１に沿ってスライドさせ、機能操作部４０、４１を操作すること
で、車両１０の機能を操作する。
【００５７】
　図４を参照して、上記したアームレスト２０の形状を更に説明する。図４（Ａ）はアー
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ムレスト２０の他の形態を示す断面図であり、図４（Ｂ）はアームレスト２０の更なる他
の形態を示す断面図である。
【００５８】
　図４（Ａ）を参照して、ここでは、ガイド面３０の外側（左方側）に下方支持部３３が
形成されている。下方支持部３３の上面は、ガイド面３０の外側端部と連続する面として
形成され、水平または略水平な平坦面とされる。このような下方支持部３３を形成するこ
とで、使用状況下に於いて、ガイド面３０をスライドする乗員１２の腕４３または手４４
を下方支持部３３の上面で受け止め、腕４３を所定の位置に固定し、機能操作部４０の操
作を確実且つ容易にすることができる。ここで、下方支持部３３の上面は、必ずしも水平
な平坦面である必要は無く、外側に向かって上方に傾斜する傾斜面でも良いし、下方に向
かって窪む凹状形状でも良い。かかる事項は、アームレスト２０の右方部分に於いて、ガ
イド面３１の外側（右方側）に形成される下方支持部３４に関しても同様である。
【００５９】
　図４（Ｂ）を参照して、ここでは、ガイド面３０の外側（左方側）に外側支持部３５が
形成されている。外側支持部３５は、アームレスト２０の左方端部から上方に突出する部
位であり、外側支持部３５とガイド面３０との間には、乗員１２の腕４３または手４４を
収容可能な間隙が形成される。このような外側支持部３５を形成することで、使用状況下
に於いて、ガイド面３０をスライドする乗員１２の腕４３または手４４を外側支持部３５
の内側面で受け止め、腕４３や手４４を所定の位置に固定して機能操作部４０の操作を確
実且つ容易にすることができる。また、外側支持部３５の内側面の形状は、乗員１２の手
４４の甲の形状に即した湾曲形状（上方部分が内側に向かって湾曲する形状）とすること
で、外側支持部３５で手４４を保持する効果を更に大きくすることができる。かかる事項
は、アームレスト２０の右方部分に於いて、ガイド面３１の外側（右方側）に形成される
外側支持部３６に関しても同様である。
【００６０】
　ここで、図４（Ａ）に示した下方支持部３３、３４と、図４（Ｂ）に示した外側支持部
３５、３６とは、組み合わしても良い。即ち、下方支持部３３、３４の左右方向外側に、
外側支持部３５、３６を形成しても良い。
【００６１】
　図５を参照して、車両用操作装置１１の他の形態を説明する。図５は、車両用操作装置
１１およびシート１５を正面から示す正面図である。ここに示す車両用操作装置１１の基
本構成は上記した各図を参照して説明したものと同様であり、アームレスト２０に形成さ
れる接触面３２の構成が異なる。ここでは、アームレスト２０の外側である左側に形成さ
れるガイド面３０、下方支持部３３および機能操作部４０のみを示している。
【００６２】
　具体的には、接触面３２はアームレスト２０の上面全域に渡って形成されている。換言
すると、接触面３２は、アームレスト２０の上面を構成する略平坦な矩形水平面である。
接触面３２の左端から、左斜め下方に向かって伸びるガイド面３０が連続している。ガイ
ド面３０の左端には、略水平面である下方支持部３３が連続している。このようにするこ
とで、例えば自動運転時に於いて、アームレスト２０の上面全域に広く形成される接触面
３２で、上記した乗員１２の腕４３や手４４を安定して支持することが出来る。　
【００６３】
　自動運転時に乗員１２が車両１０の機能を操作する際は、ここでは図示しない乗員１２
は、腕４３また手４４を、接触面３２からガイド面３０に沿って左斜め下方に向かってス
ライドさせ、手４４で機能操作部４０を操作する。その際、ガイド面３０に沿ってスライ
ドした腕４３または腕４３は、下方支持部３３で支持される。
【００６４】
　図６を参照して、上記した機能操作部４０の位置に関して説明する。図６（Ａ）、図６
（Ｂ）および図６（Ｃ）は、機能操作部４０が形成される位置を示す車両１０の上面図で
ある。図６の各図では、アームレスト２０の左方前方に機能操作部４０のみが配置される
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ので、アームレスト２０の左方部分のみにガイド面３０が形成される場合を示している。
【００６５】
　図６（Ａ）を参照して、機能操作部４０は、ドアトリム２３に形成されるドア側アーム
レスト２６の前方部分に形成されている。ドア側アームレスト２６は、アームレスト２０
前端の近傍に配置されるので、機能操作部４０が配置される部材として好適である。
【００６６】
　図６（Ｂ）を参照して、ここでは、機能操作部４０は、インスツルメントパネル２２の
左方端部を後方に向かって延伸させた後方延出部２４の上面に形成されている。
【００６７】
　図６（Ｃ）を参照して、ここでは、アームレスト２０の先端部分を、左方側前方に延出
させることで前方延出部２５を形成し、この前方延出部２５の上面に機能操作部４０が形
成されている。かかる構成にすることで、機能操作部４０とアームレスト２０との相対的
位置を固定し、機能操作部４０を安定的に操作することが出来る。
【００６８】
　上記した事項は、図２（Ａ）に示した右方側のアームレスト１９に関しても同様であり
、アームレスト１９の近傍に、上記した図６（Ａ）、図６（Ｂ）または図６（Ｃ）に示し
た位置に機能操作部４１を配置することができる。
【００６９】
　図７を参照して、上記した機能操作部４０の構成を更に詳述する。図７（Ａ）は機能操
作部４０に於ける各スイッチの配置等を示す斜視図であり、図７（Ｂ）は機能操作部４０
を示す断面図である。
【００７０】
　図７（Ａ）を参照して、機能操作部４０は、上方部分が前方に向かって傾斜する当接面
５０と、当接面５０に配設された複数のスイッチ５１等から構成されている。当接面５０
の中央付近には、比較的大型のスイッチ５１が配置されている。スイッチ５１は、例えば
時計回り及び反時計回りに対して回転可能なダイヤル型スイッチであり、乗員１２の指で
掴むことができる大きさとされている。スイッチ５１等を回転または押下することで、乗
員１２の意思を発揮させなければ誤作動が生じてしまう可能性が高い機能を操作すること
ができ、例えば、車両１０の走行速度、操舵方向、車線変更方向、緊急停車、停車位置指
定等を操作することが出来る。
【００７１】
　スイッチ５１の周囲には、比較的小型のスイッチ５２、５３、５４、５５が配置されて
いる。スイッチ５２、５３、５４、５５は、例えば押しボタン型のスイッチであり、押下
することで所定の車両１０の機能が操作されるファンクションスイッチである。スイッチ
５２、５３、５４、５５は、それぞれ、乗員１２の人差し指、中指、薬指、小指に応じた
箇所に配置される。スイッチ５２等を押下することで実現される機能としては、例えば、
車線変更、加速、減速、ギアチェンジ、車室内の温度設定、車室に走行される空調風の風
量設定、これらの機能の取り消し等である。
【００７２】
　かかる構成のスイッチ５１等を当接面５０に設けることで、乗員１２は、機能操作部４
０を目視せずとも、腕４３を前方に伸ばして手４４の各指の先端を当接面５０に当接させ
、指でスイッチ５１等を操作することで、車両１０の各機能を操作することが可能となり
、より簡易に車両１０の機能を操作できるようになる。
【００７３】
　図７（Ｂ）を参照して、当接面５０が水平面から傾斜する傾斜角θは、前方に伸ばされ
た手４４の各指がほぼ同時に接触できる程度とされている。例えば、傾斜角θの範囲は４
０度以上７０度以下であり、傾斜角θをこのような範囲にすることで、乗員１２がその各
指を確実に当接することができる。
【００７４】
　以上、本発明の実施形態を示したが、本発明は、上記実施形態に限定されるものではな
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【００７５】
　例えば、図２（Ｂ）ではアームレスト２０の左右両側にガイド面３０、３１が形成され
たが、ガイド面３０およびガイド面３１のどちらか一方のみがアームレスト２０に形成さ
れても良い。
【００７６】
　図２（Ａ）では、運転席であるシート１５に、本形態の車両用操作装置１１を設けたが
、運転席以外の前方助手席または後方座席である他のシートに車両用操作装置１１を設け
ても良い。
【００７７】
　図２（Ｂ）を参照して、上記形態では、アームレスト２０のガイド面３０、３１を用い
たスライド動作を伴う車両１０の機能制御を、自動運転を実行している間に行ったが、こ
のようなスライド動作を伴う機能制御は、手動運転中や車両１０の停車中に行っても良い
。
【符号の説明】
【００７８】
１０   車両
１１   車両用操作装置
１２   乗員
１５   シート
１６   シートクッション
１７   シートバック
１８   ヘッドレスト
１９   アームレスト
２０   アームレスト
２２   インスツルメントパネル
２３   ドアトリム
２４   後方延出部
２５   前方延出部
２６   ドア側アームレスト
３０   ガイド面
３１   ガイド面
３２   接触面
３３   下方支持部
３４   下方支持部
３５   外側支持部
３６   外側支持部
４０   機能操作部
４１   機能操作部
４２   回転中心
４３   腕
４４   手
５０   当接面
５１   スイッチ
５２   スイッチ
５３   スイッチ
５４   スイッチ
５５   スイッチ
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